様式第２号（第５条、第７条、第12条関係）

　　　生活関連施設整備項目表（建築物（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の

促進に関する法律第14条第１項に規定する新築特別特定建築物を除く。））
	１　名　　　称
	

	２　所　在　地
	


	整備項目
	整備箇所
	整備基準
	適合状況
	摘要

	１　経路
	(1) 経路
	ア　移動等円滑化経路の設置
	適・否
	

	
	
	イ　階段又は段を設けないこと（傾

　斜路又はエレベーターその他の昇降機を併設する場合を除く。）。
	適・否
	

	
	(2) 出入口
	ア　幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　車椅子使用者が容易に開閉し

　て通過できる構造の戸で、その

　前後に高低差がないこと。
	適・否
	

	
	(3) 廊下等
	ア　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	イ　点状ブロック等の敷設（階段

　又は傾斜路の上端に近接する部

　分に限る。）
	適・否
	

	
	
	ウ　幅は、 120cm以上
	適・否
	

	
	
	エ　50ｍ以内ごとに車椅子の転回

　に支障がない場所の確保
	適・否
	

	
	
	オ　車椅子使用者が容易に開閉し

　て通過できる構造の戸で、その

　前後に高低差がないこと。
	適・否
	

	
	(4) 傾斜路
	ア　手すりの設置（勾配が１／12
　を超え、又は高さが16cmを超える傾斜がある部分に限る。）
	適・否
	

	
	
	イ　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	ウ　存在を容易に識別できること。
	適・否
	

	
	
	エ　点状ブロック等の敷設（傾斜

　がある部分の上端に近接する踊

　場の部分に限る。）
	適・否
	

	
	
	オ　幅は、 120cm以上（階段に併

　設する場合は、90cm以上）
	適・否
	

	
	
	カ　勾配は、１／12以下（高さが

　16cm以下の場合は、１／８以下）
	適・否
	

	
	
	キ　高さが75cm以内ごとに踏幅

　150cm以上の踊場の設置
	適・否
	

	
	(5) エレベーター((6)のエレベーターを除く。)及びその乗降ロビー
	ア　イ以外の場合


	(ｱ) 籠は、利用居室、

　車椅子使用者用便房

　又は車椅子使用者用

　駐車施設のある階及

　び地上階に停止
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 籠及び昇降路の出入口の幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ) 籠の幅は、140cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｴ) 籠の奥行きは、135cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｵ) 籠の構造は、車椅子の転回に支障のないこと。
	適・否
	

	
	
	
	(ｶ) 乗降ロビーは高低

　差がなく、その幅及

　び奥行きは、150cm

　以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｷ) 籠内及び乗降ロビーの車椅子使用者が利用しやすい位置に制御装置の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｸ) 籠内に、停止予定階及び現在位置を表示する装置の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｹ) 乗降ロビーに、到着する籠の昇降方向を表示する装置の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｺ) 籠内に、戸の開閉状態を確認することができる鏡の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｻ) 籠内に、手すりの設置
	適・否
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	イ 多数の者

  が利用し、
  又は主と

  して視覚

  障害者が

  利用する

  場合


	(1) アの(ｱ)から(ｻ)ま
での整備基準に適合
していること。
	適・否
	

	
	
	
	(2) 籠内に、到着階及
び戸の閉鎖を知らせ
る音声装置の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ) 籠内及び乗降ロビーに、視覚障害者が円滑に操作することができる制御装置の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｴ) 籠内又は乗降ロビーに、到着する籠の昇降方向を知らせる音声装置の設置
	適・否
	

	
	(6) 特殊な構造又は

　使用形態のエレベ

　ーター
	ア　平成12年建設省告示第1413号

　第１第７号に規定するものであ

　ること。
	適・否
	

	
	
	イ　籠の幅は70cm以上、かつ、奥行きは120cm以上
	適・否
	

	
	
	ウ　籠の床面積の十分な確保（車椅子使用者が籠内で方向を変更する必要がある場合に限る。）
	適・否
	

	
	(7) 特殊な構造又は

　使用形態のエスカ

　レーター
	ア　２枚以上の踏段を同一の面に

　保ちながら、車椅子に座ったま

　ま車椅子使用者を昇降できること。
	適・否
	

	
	
	イ　運転時の定格速度は、30ｍ毎分以下
	適・否
	

	
	
	ウ　２枚以上の踏段を同一の面と

　した部分の先端に、車止めの設

　置
	適・否
	

	
	(8) 敷地内の通路
	ア　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	イ　段の構

　造
	(ｱ) 手すりの設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 段を容易に識別で

　き、かつ、つまずき

　にくい構造
	適・否
	

	
	
	ウ　排水溝

　の溝蓋の構造
	つえ、車椅子等の使用

者の通行に支障のない

ものであること。
	適・否
	

	
	
	エ　傾斜路

　の構造
	(ｱ) 手すりの設置（勾配が1／12を超え、

　又は高さが16cmを超

　え、かつ、勾配が1

　／20を超える傾斜が

　ある部分に限る。）
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 存在を容易に識別

　できること。
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ) 積雪時における配

　慮
	適・否
	

	
	
	
	(ｴ) 幅は、120cm以上

　（段に併設する場合

　は、90cm以上）
	適・否
	

	
	
	
	(ｵ) 勾配は、1／12以

　下（高さが16cm以下

　の場合は、1／８以

　下）
	適・否
	

	
	
	
	(ｶ) 高さが75cm以内ご

　とに踏幅150cm以上

　の踊場の設置（勾配
　が１／20を超えるも

　のに限る。）
	適・否
	

	
	
	オ　幅は、120cm以上
	適・否
	

	
	
	カ　50ｍ以内ごとに車椅子の転回に

　支障がない場所の確保
	適・否
	

	
	
	キ　車椅子使用者が容易に開閉し

　て通過できる構造の戸で、その

　前後に高低差がないこと。
	適・否
	

	２ 廊下等
	(1) 廊下等
	滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	(2) 階段又は傾斜路

　の上端に近接する

　部分
	点状ブロック等の敷設
	適・否
	

	３ 階段
	(1) 階段
	ア　主たる階段は、回り階段でな

　いこと。
	適・否
	

	
	
	イ　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	ウ　段を容易に識別でき、かつ、

　つまずきにくい構造
	適・否
	

	
	(2) 踊場以外の部分
	手すりの設置
	適・否
	

	
	(3) 段がある部分の

　上端に近接する踊

　場の部分
	点状ブロック等の敷設


	適・否
	

	４　階段に代わり、又はこれに併設する傾斜路
	(1) 傾斜路
	ア　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	イ　存在を容易に識別できること。
	適・否
	

	
	(2) 勾配が１／12を

　超え、又は高さが

　16cmを超える傾斜

　がある部分
	手すりの設置
	適・否
	

	
	(3) 傾斜がある部分

　の上端に近接する

　踊場の部分
	点状ブロック等の敷設
	適・否
	

	５　便所
	(1) 主として高齢者、

　障害者等が利用す

　る建築物若しくは

　床面積の合計が

　 2,000㎡以上の建

　築物に設けられる

　１以上の便所又は

　公衆便所（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ１以上の便所）
	ア　車椅子使用者用便房の設置
	適・否
	

	
	
	イ　高齢者、障害者等が円滑に利用することができる構造の水洗器具を設けた便房
	適・否
	

	
	(2) (1)の建築物以外

　の建築物に設けら

　れる１以上の便所

　（男子用及び女子

　用の区別があると

　きは、それぞれ１

　以上の便所）
	腰掛便座、手すり等が適切に配置

された便房の設置
	適・否
	

	
	(3) 男子用小便器の

　ある便所を設ける

　場合の１以上の便

　所
	ア　床置式の小便器、壁掛式の小便器（受け口の高さが35cm以下のものに限る。）その他これらに類する小便器の設置
	適・否
	

	
	
	イ　アの小便器の両側に、手すり　の設置（主として高齢者、障害者等が利用する建築物に限る。）
	適・否
	

	６　客室等
	社会福祉施設等の１以上の室又はホテル若しくは旅館の客室等の総数に 100分の１を乗じて得た数（その数に１未満の端数があるときは、その端数を切り上げた数）以上の室
	ア　高齢者、障害者等が円滑に利

　用できる床面積の確保
	適・否
	

	
	
	イ　便所の構造
	(ｱ)　車椅子使用者用便房の設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ)　車椅子使用者用便房及び便所の出入口の幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ)　車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造の戸で、その前後に高低差がないこと。
	適・否
	

	
	
	ウ　浴室等の構造
	(ｱ)　浴槽、シャワー、手すり等が適切に配置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ)　車椅子使用者が円滑に利用できる空間の確保
	適・否
	

	
	
	
	(ｳ)　浴室等の出入口の幅は、80cm以上
	適・否
	

	
	
	
	(ｴ)　車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造の戸で、その前後に高低差がないこと。
	適・否
	

	７　客席
	(1) 固定式の客席を

　設ける場合の１以

　上の客席
	ア　車椅子使用者用席の幅は90cm

　以上、奥行きは 120cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　床の水平の確保
	適・否
	

	
	(2) 車椅子使用者用

　席に至る１以上の

　通路
	ア　幅は、 120cm以上
	適・否
	

	
	
	イ　傾斜路

　の構造
	(1) 勾配は１／12以下

　（傾斜路の高さが16cm以下の場合は、１／８以下）
	適・否
	

	
	
	
	(2) 滑りにくい表面仕
上げ
	適・否
	

	８　案内表

　示
	ア　移動等円滑化エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の標識(JIS適合)の設置
	適・否
	

	
	イ　移動等円滑化エレベーターその他の昇降機、便所又は駐車施設の案内板等の設置
	適・否
	

	
	ウ　移動等円滑化エレベーターその他の昇降機又は便所の点字案内等の設備の設置
	適・否
	

	
	エ　点滅型誘導音装置付誘導灯の設置等の配慮
	適・否
	

	９　駐車場
	(1) 車椅子使用者用

　駐車施設

	ア　車椅子使用者用駐車施設の設

　置
	適・否
	

	
	
	イ　施設の

　基準
	(ｱ) 利用居室までの経

　路の長さができるだ

　け短くなる位置にあ

　ること。
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 幅は、 350cm以上
	適・否
	

	
	(2) 通路
	ア　滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	
	イ　段の構造
	(ｱ) 手すりの設置
	適・否
	

	
	
	
	(ｲ) 段を容易に識別で

　き、かつ、つまずき

　にくい構造
	適・否
	

	
	
	ウ　排水溝

　の溝蓋の構造
	つえ、車椅子等の使用

者の通行に支障のない

ものであること。
	適・否
	

	10　敷地内

　の通路
	(1) 敷地内の通路
	滑りにくい表面仕上げ
	適・否
	

	
	(2) 段
	ア　手すりの設置
	適・否
	

	
	
	イ　段を容易に識別でき、かつ、

　つまずきにくい構造
	適・否
	

	
	(3)排水溝の溝蓋
	ウ　つえ、車椅子等の使用者の通

　行に支障のないものであること。
	適・否
	

	
	
	
	
	

	
	(4) 傾斜路
	ア　手すりの設置（勾配が１／12

　を超え、又は高さが16cmを超え、

　かつ、勾配が１／20を超える傾

　斜がある部分に限る。）
	適・否
	

	
	
	イ　存在を容易に識別できること。
	適・否
	

	
	
	ウ　積雪時における配慮
	適・否
	

	11　案内設

　備までの

　経路
	視覚障害者移動等円滑化経路
	ア　視覚障害者移動等円滑化経路の設置
	適・否
	

	
	
	イ　線状ブロック等及び点状ブロ

　ック等の敷設又は音声誘導装置

　の設置（進行方向を変更する必

　要がない風除室を除く。）
	適・否
	

	
	
	ウ　点状ブロック等の敷設（車路

　に接する部分及び段がある部分

　又は傾斜がある部分の上端に近

　接する部分に限る。）
	適・否
	


備考

１　対象となる建築物が１棟でない場合は、各棟ごとに作成してください。

２　適合状況欄は、該当するものを○で囲んでください。

３　整備基準の適用がないときは、適合状況欄に斜線を引いてください。

４　条例第27条ただし書に該当する場合は、摘要欄にその理由を記入してください。
